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～笑顔でつながる 一人ひとりが認め合える 学校～ 

 

                           令和８年１０月３０日 

 

松原市立松原北小学校 

校 長  苅田 洋一 

 

 

令和８年4月２３日(木)、全国の小学６年生、中学３年生を対象に「全国学力・学習状況

調査」が実施されました。7月に結果が公表され、６年生の保護者の皆様には個票を返却し、

本校の結果の分析をすすめてきました。この紙面を以て分析結果による成果や課題、今後の

取組を報告させていただき、児童の学力向上及び豊かな心の育成を一層推進して参りたいと

考えております。ご理解・ご協力をお願いいたします。 

ただし、この調査結果は、子ども達が身につけるべき学力の一部分であり、これにより子

ども達のすべてを評価できるものではないことをご理解いただきますようお願いいたしま

す。 

 

・大阪府全体の結果の概要につきましては大阪府のホームページ 

https://www.pref.osaka.lg.jp/o180080/shochugakko/zennkoku/r08gakuchou.html 

・令和8年度全国学力・学習状況調査の調査問題・正答例・解説資料については、 

国立教育政策研究所のホームページ 

https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html 

にアクセスいただくと掲載されていますのでご参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

【国語】 

国語については、知識及び技能を問われる問題はよくできていました。思考力、判断力、表

現力、中でも特に書くことに関する問題については課題が見られました。問題形式では記述

式の問題に課題が見られました。 

  

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北っ子がよくできていた問題 

正解は１です。 

・下の問題は松北小の児童の正答率が全国よりも5.3ポイント高かった問題です。 

・学習指導要領の知識及び技能の情報の扱い方に関する事項について問われる問題です。 

問題番号2⃣の二 

https://www.pref.osaka.lg.jp/o180080/shochugakko/zennkoku/r08gakuchou.html
https://www.nier.go.jp/26chousa/26chousa.html


【国語】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正解は２と５です。 

・以下の問題は松北小の児童の正答率が全国よりも19.5ポイント低かった問題です。 

・学習指導要領の思考力・判断力・表現力の話すこと・聞くことを問われる問題です。 

北っ子があまりできなかった問題 

問題番号1⃣の二の（１） 



 【算数】 

算数については、数と計算については比較的よくできていました。課題が見られたのは

図形とデータの活用に関する項目でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北っ子がよくできていた問題 

・下の問題は松北小の児童の正答率が全国よりも4.7ポイント高かった問題です。 

・学習指導要領の数と計算に関して問われる問題です。 

問題番号2⃣の（１） 

正解はイです。 

正解は８×８×８です。 

8×８と書いている児童が多くいました。 

北っ子があまりできなかった問題 問題番号1⃣の（１） 

・下の問題は松北小の児童の正答率が全国よりも16.8ポイント低かった問題です。 

・学習指導要領の図形に関して問われる問題です。 



【算数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北っ子があまりできなかった問題 
問題番号4⃣の（１） 

・下の問題は松北小の児童の正答率が全国よりも12.1ポイント低かった問題です。 

・学習指導要領のデータの活用に関して問われる問題です。 

正答の条件は以下の通りです。 

学級を2組と書き、次の①、②の全てを書いている。 

① 表１の2組の人数が30人であることを表す数と言葉 

② 表２の2組の合計の人数が27人であることを表す数と言葉 

※ 松北小の児童が無回答の割合が高かった問題でもあります。 



≪児童質問紙の結果から≫  

                                                                                                                                                  

肯定的回答の結果がよかった質問項目 （ ）内は全国と比較してのポイント差 

・困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか（+12.7P） 

・朝食を毎日食べていますか （+5.0P） 

・学校に行くのは楽しいと思いますか（+4.3P） 

・自分には、よいところがあると思いますか（+2.7P） 

・先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで

教えてくれていると思いますか（+2.7P） 

・先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか（+1.9P） 

・普段の生活の中で、幸せな気持ちになることはありますか（+0.8P） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的回答の結果がよくなかった質問項目 （ ）内は全国と比較してのポイント差 

・学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付

いたりすることができていますか（-19P） 

・自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか（-14.5P） 

・授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけて考えたり、生かしたりすることがで

きると思いますか（-10.8P） 

・あなたの学級では、人と違う意見を言っても否定されないと思いますか（-9.6P） 

・いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか（-9.5P） 

・毎日、同じくらいの時刻に起きていますか（-9.0P） 

・毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか（-7.8P） 

・将来の夢や目標を持っていますか（-5.2P） 

・人が困っているときは、進んで助けていますか（-4.3P） 

 

 

特に課題である質問項目 

・平日１日当たりどれくらいの時間、勉強をしますか（塾などを含む） 

 30分未満と回答した児童の割合が51.6%（全国は20.2％） 

 半数以上の児童が家庭学習時間がとても少ない状況 

・平日１日当たりどれくらいの時間、スマホ、ゲーム等でSNSや動画視聴などをしま

すか 

3時間以上と回答した児童の割合が51.7%（全国は37.6%） 

半数以上の児童がゲームやスマホをしすぎている状況 

下のグラフは北っ子の家庭学習時間の経年変化です。全国や府も家庭学習時間は緩や

かに現状傾向にあります。しかし、北っ子はコロナ禍以降、家庭学習時間の減少が顕著に

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原北小学校では現在「言語能力をはぐくむモデル校」として学力向上を目指した授業

改善に取り組んでいます。思いや考えを言語化し、表現できることを目指しています。 

また、学力向上には家庭学習習慣の定着がとても大切です。家庭学習習慣は小学校卒業

後、その重要性を増していきます。小学校の低学年の間に習慣づけばその子の一生の宝

となります。 

そして、学校の様々な取り組みをより効果的に行うため保護者の皆さんにご協力をおね

がいします。「早寝早起き朝ごはん」を特に大切にしてほしいと思います。睡眠と栄養が学

校生活を落ち着いて健康的に送るためには必要不可欠となります。また、スマホやゲーム

の時間、年齢制限などの管理についても保護者の管理の下お願いします。寝不足やネット

のトラブルなどが翌日の学校生活に大きな影響を及ぼし、トラブルのもととなることも少

なくありません。是非、お子様と話をしていただきますようご理解とご協力をお願いいた

します。 

 

家庭学習が宿題をする時間だけになってはもったいないです。宿題は主に授業内容を思い

出し、自分で学びなおす時間です。宿題が終わったら、自分の得意なところを伸ばしたり、苦手

なところに挑戦したりするのもいいでしょう。そして、できたら次に学ぶところをあらかじめ

調べて予習するのはもっと効果的です。次の学習のポイントやわからなくて質問したいことな

どをあらかじめわかって授業にのぞめます。予習は学ぶ意欲を育て、復習は学んだ記憶を定

着させます。家庭学習の充実にぜひ挑戦してみてください。 
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家庭学習が30分以下の児童の割合
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